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存在確定診断とLての血清 PT招 測定 は,測定法 の

進歩による感度 奄精度の向真二により%rmそ㌘歯NcAMP
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局在診断法ではチ小さも干瞳痴澄たぼ殿所性の臆癌 では

99mTc--mlT巨をすり-畑､ラタシ三才ンシソ予,静脈 血 サ ンプ リ

ングが着席侵二思われたK静賂融-サンプ …)ソグは鶴細 荊j像

診断法に比 して今その後輩挽き手技,準j定 等に問題点は

サブ トラ･アシ-マンシンチとならんで蚤費 と思 われた.
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副甲状腺機能先進症を禽併Lた ME N - 音 型 を 2 例 を 経

験 しました"症例 鼓は服歳,象-性4 5 . 5 1 年 Z E S , 副

甲状腺機能先進症鮎併発しき扇押 紙 腺 切 除 術 亨 腎 全 摘 施

(∴ 再∴ 鉦 を-,'し治._rL招.E..訂享膏 j､ l∴ ∴ 畑 11li.LL宜 諜 冊

甲状腺機能文選痘啓発にて戦争鰍 胸 腺 肉 o T) 熟 所 性 副 だ嘗j

状腺を左がう胸腺と基に切除.組織 所 見 は 腺 腫 あ る い は ,

下垂体腫慶のプuブタチ]-VCF) 診 断 a 腎 全 摘 , 空 腸 置

換i圧 苫 宮折損輔f頼廿 十 ! ;( ､ 日 / ､. i l:汗 車

/TLl宜 11.1十(日日再､l丁目廿 日 ノ汗 1日 こ い 11 1 -pl､Ⅰ 日 .油 Ii.

にて入院.精葱の結果表汀甲状腺 機 能 先 進 症 . 甲 状 腺 匿 ド

章 モ神目1二線十′拙 ;;-.7.射略L;:-i .蝶 酢 '章 帖 ＼ 廿 二 N I H.頼 -.

発症する副甲状腺機能先進症 の 見 ク リ - エ ソ グ は テ 年 1

回程度の高 Ca血祭,高 P T 細 野 性 C - A M P の 増 加 ,

高 C且性代謝性アシト-シ ス の 証 明 等 が 有 用 で , 胸 腺 上

複の切除を含めた離隔内の 検 索 の 必 要 性 を 示 唆 す る 症 例

であった,

射 自己免疫陵 甲状腺 疾 患 患 者 の 助 章 前 後 に

おけ る甲状腺 機 能 a ) 検 討
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当科外来で経験 Lた だ頚 己 免 疫 性 甲 状 腺 疾 患 瑚 H r産 例 の

実態UJついて報告 し た ▲ ( 対 象 〉 酵 年 1 年 間 に 出 産 し た

･＼･三･_卜.丹 jTl'札 慢 性 !巨 冊 畑 上 目 町 結 皇 ･ 軒 畠 出 札

治療中職症例は9例 で あ っ た 血 妊 娠 初 期 に 甲 状 腺 機 能 低

下 していた 1例で漁 度 し 緑 豊 か は き 妊 娠 転 帰 は 良 好 で あ っ

た.出産 前後で甲状腺機能 が安定 Lていたのほ 5瓢 彊

産後 --適性 甲状腺中毒症 を隼 もノた症例 は 碩例 で破壊梢 甲

t/?rjT言■十'･JJゝ.＼lt､=十 十(I.日.十 丁川 l∴ ;､､≧~十 ､､

症例で 私有意の変動 を しめ ざなか-}た斗治療途中 で妊娠

L経過 中に治療薬t7n)威厳,中 量Lを むた症例に出産後の甲

状腺中 毒症 を多 く認め予寛解斯 澄たは維持 鼠となる藷で

避妊指導 が)徹底 が必饗 と思われた

鮪 当己:‡yru 服用中の授乳 は 魂例中 3例で不可 とされ

ていた 授乳U錘了否について施設間の見解の統一 が望 ま

しい

5 う 中 級 脂 絡 醗 卜 等j ダ リ セ ラ イ ド 撒 監 T う

著 効 の 蓬 型 高 鳴 び 試 液

斎 藤 康 砂 白 井 厚 治

Eを潜 葦 尚 げ ･葵 大 学 第 二 内 科 )

高 力 付 了 ミ ク ー7 ソ 血 症 は 時 に 終 発 に よ る 強 い 腹 痛 を 伴

う こ ,yd が 知 ド ニき れ て い る 小 二 の 解 毒郵 こ ぼ 県 jミ 蚤 白 り ノ ミ - ゼ

( L ㍗ L ) 欠 損 症 や T ポ 嚢 Uf 遷 C ｣ 音 盤 損 露 三 が 知 ら れ て い る .

こ れ ㌃ 吊 こ か 悶 え て 私 共 は L m J 機 能 艶 常 に よ り 発 生 す る

こ と を 報 然 し て き た キ 症 例 は 里 射 影 の 豪 - 把 で 中 性 脂 肪 U ) L

＼十 ~ 守 t I - 押 上 1 ∴ ･ 阜 こ て ' -∴ } , 【 ｣ 隼 =～丹 青:言 号 ∴

わ な か - ) た が 抗 I d m d 抗 体 に 反 応 す る 糞 だ 頚 は 存 在 L / 管

い た . ま た 亨 活 性 中 心 は 保 撞 L て い た , こ の こ と か ら 泰

症 は L P L の 基 質 認 識 鞄 常 症 と 診 断 L / た 血 こ の L d 蔓J L

は M こ こyr を 含 む Ej ポ 蛋 畠 ト リ ダ リ セ ラ で ド を 分 解 で き

る こ と が わ か り 患 者 に M C fr を 投 写 - し た と こ 現 紬 率 卜

13 ダ リ セ ラ イ ド は ほ ぼ 正 常 化 で き た な

6 ) 当 院 の 最 近 十 年 間 に お け る 内 分 泌 代 謝 疾 患

の 概 要

-- 血 清 竃 解 質 異 常 を 中 心 と し て -

崖 山 盛 狸 曲 塗 垣 浩 絹 捌 療 中 央 病 院 内 率 射

屋 山 菜 鉱 8 金 沢 光 男 ( 同 列 耳 目

高 峰 利 充 ( 同 泌 尿 器 科 )

1 9 8 0 年 招 弓 か ら 且 9 9 0 年 2 月 に 糾 す て 9 対 象 人 肌 0 万

の 小 都 市 鵜 一 般 病 院 で 体 験 L え た 内 分 泌 代 謝 疾 患 の う ち

興 味 あ る 2 3 例 に つ い て 吾 郎 宵 電 解 質 瓢 常 を 車 む に 窯 と め

た 書 内 訳 は , 高 N a 血 症 腰 濃 体 陣 痛 毒,こ よ る 二 次 性 前

葉 機 能 低 下 症 , 尿 崩 私 巧 磯 性 高 N a ぬ 私 高 浸 透 圧

性 非 ケ ト ン 軌 俸 陵 ) 3 例 , 低 N a 融 痘 ( プ ロ ラ ク チ ン

産 生 腰 痛 , 慢 性 甲 状 腺 救 う 2 鍬 低 K 康 R 症 ( 原 発 性 プ ル

ド ス ケ ｡ ソ 症 , ク ッ シ ン グ 症 候 群 , 尿 細 管 輸 送 殿 常 症 -
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し‖ ルヾ症候群,バセドウ病をこ合併学Wm∬A症候群-ラ

IU:El膏十 t‖i･u.高 ('こlH車蔽･_症(',It.リT･1い目し･'lJtll1t､ゝ常

El-頂上 )骨髄瞳に伴うタu-ゼj旦例声その他尿崩症2

榊.Ll..＼i巨Lltl1--品 ㌻骨甘帖.辛目て言冊榊巨 八(､Tll申i･1ミ

欠損症9類官軽症†成人身性のタレチ二宮ム各も例であ

る.23症例の診断の糸に日豊,臨床症状と病歴か机9例,

電解祭殿常から且5例乍腹部瞳癖か転3例,画像診断かど)

且飾れ血液像かFH 例であるか内分泌や琶謝疾患の診断に

おいて臨床症状と血清電解質凝滞を見落さないことが重

要と思われる.

7)外傷を契機に発見された中級牲尿崩症の
i例

摘 恒美減 封二久司 潮 等赤十字病院)

く抄録〉

症例は35才~の男性.1986軽重から肥満傾向,1987年

頃かび)にj渇,多飲多尿が出現Lた.漫989年9月日_湧午

後2時,鰍啓襖賢さ腰三奉に乗妄3転倒Lているのを発見され

･l甘こlLム十中二圭一､院.1日㍊臣賢∴.::EjL.;[て高 明'L:IL∴ ヤ′軟

多尿を指摘されき騨巨＼転科か身段 臓km,体薮72.5kg

と肥満があ畑 左鱗部に細葉額を認が)た姑 そU二潮主鼎常

在か--1た.入院時の検査では -守盲尿巌と飲水鼠が 4/-闇〆

認めに)かたことかに)中枢性尿崩症と診断し9mDAVP

で治療したEイソ鼠リン′とG規Fに尉するGをi0)反応

はfi監下Lており,LHRH に尉する L招,FSを卜分泌も

低下Lていたが,Lを伐H連続負荷試験に対Lては正常

反応を示していた.頭部 MR耳,7m 強調画像にて号力

卜県二ウムで造影された経慶が漏り､澗芸に認封)Lqっれた.

8う妊娠により発症を繰り返 した一過性尿崩症

の 且例
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妊娠訂机こ発症する尿崩症は稀であり予 Lは Lは分娩 と

:守 ､十 隼.∴軒十 三R-'E ∴二月畑 .哩虹､､)L､.日 ~･-~肝 灘

いりlli'h､､- 仁＼l一･一∵11㌧.早 .･隼､.･∴;i:I_~ト ∴ ､F･i 畑 -_ ∵

で極暫する.初㌻吏-きて妊娠において,妊娠 5カ月頃 よ り 多 飲

多尿を白覚 Lた.妊娠37遇に堅帰 り分娩のた め 当 科 を 受

LJT:i

診したや 尿崩症 の疑 し砥 て水制 限試験 , vas叩㌢eSSim

溝Vr))試験 を施行 L中枢性尿崩症 と診断 した叶妊娠舶

遇に正常 分娩 し 分娩後症状 の軽快 をみた.第銅B八服娠

緋司様 の経過 を示 した.奪回の妊娠 をこおいては妊娠2カ

月から多飲 多尿 とな りゥ妊娠35遇 に当科を受診し射通に

て正常 分娩 Lた. 水制 限姦琶験 , 水性 AVP には反応せ

十 i冊斗 ;＼＼~1' 卜 と∵､ i)(･ヾ==いけヽヽ高 ∴さく圭､二日-..

CAP値 は産額願 に較 べ高値 を示 したが,正常値U)下限

に低値 を示 した.分娩後ず症状 の軽快 をみた.

9)遺 伝 性 (肝 性 ) コ プ ロ ポ ル フ ィ リン症の
謹例 (長 岡 地 区 の 笥 且例 j

金 子 兼 三 場 屋 義彦 璃 粁 粁 字病院〕

症例 は且3才,豪1 且0才時拘置後 けいれんあり,てんか

んの診断 で治療水平 上敷22 バ レー部合宿後発熟し感冒

薬服fa 8秒26 よ さつ腹痛 ,悪心や 便秘 の腹 部症状出現き

増強L, 食 事摂取 不能中敷3掩蔽性 けいれん出現L当院

救急外 来受診 . ブ ドウ潤 色尿 あ り,尿 を習遷精強陽性よ

り急性 ポル ブ イuン症 の診断で入院か糖質補液+インス

リン療法 を施締 L,麻療性腺閉塞様症状 は熱気格,競腺予

1-(汁､∵'-吊車1豆雄 T~ー_量 吊 主 j∴軒 叛. ,i;?∴丹 毒t‖~宮∴.卜

i, 汎発性徐 波 緊 常 が 特 徴的 で あ った. また入院直後

S言AD音i(廊 露 N a は 6, ㌢亡きsm 25呂, AmH 0,98pg,/mH

併発 Lたが 亨 水 制 限 で 政 教 ポ ル プ t リ ニ/体測窪値 (忠

性粧 壷 軒 粧 ~二言 ll 沫 ∴ ＼L:＼ ltl.･い ;I'.い‖lLu廿

･二_'(ミ叫 ′tLr = ∴ __～. 糞 硬 :(-I- 3二伸 .ti ･二J'rlt.5､ I-ll 1日.(う ト

13灘欄 /鑑 W et W e通 ht と 緩 解 斯 糞 便 CP のみ 著 増 し て

お り , 病 型 は 遺 伝 性 コ プ ロ ポ ル フ ィ リ ン 症 と 診 断 し た .

私 姉 に 糞 便 C P 著 増 が 認 め ら れ 夢 潜 在 症 と 考 え ら れ

Y･て･.

iO ) 著 明 な 低 N a 餌 竜:Iを 星 し た 下 垂 体 腫 癌 の
且 例

宇 佐 義 明 孝済3 拍 柚 話 郷 病 院 内 科 )

門 的 : 嚇 姓 を 室 訴 に 来 院 L た が き 著 明 な 低 開 祖 鹿 症

を 呈 し て お り , そ の 原 因 が 下 垂 体 腫 脇 に よ る こ と が 判 明

し た 症 例 を 報 告 す る .

症 例 ; 鮒 歳 男 性 . 来 院 約 2 年 前 に 突 然 の 頭 痛 をこ よ り 当

院 脳 外 科 入 院 し 下 垂 体 腺 腫 が 疑 わ れ る が 声 視 野 ∴ 下 垂
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